
大雪 山の気象

市兼井桜

山
岳
地
帯

の
気
象

は
複
雑

な
地
形

に
影
響
さ
れ
て
、

そ
の
現
象

の
理
解

は
容

易
で

は
な

い
。
し
か
し
、
そ
の
複
雑
な
現
象

の
メ
カ

ニ
ズ

ム
を
理
解
し
な
け
れ

ば
、
災
害
対
策
、
資
源

の
開
発
、
自
然

の
保
護
な
ど
の
現
実

の
問
題

に
対
応
す

る
こ
と
が
困
難
で
あ
ろ
う
。

の

い
ま
ま
で
に
、
菅
谷

は
忠
別
川
治
水

の
た
め
に
そ
の
上
流
域

の
大
雪
山
中
に

の

お

い
て
、
主
に
夏
期

の
降
水
量

の
観
測

を
、
大
喜
多
は
旭
岳
、
黒
岳
、
白
雲
岳

を
中

心
に
降
水
量
、
及
び
雲

粒
な
ど

に

つ
い
て
の
観
測
が
行
な
わ
れ

て
き
た
。

ま
た
旭
川
地
方
気
象
台
で
は
、
自
記
雨
量
計
及
び

ロ
ボ

ッ
ト
雨
量
計
が
黒
岳
、

忠

別
岳
、
そ
れ

に
旭
岳
姿

見
の
池
附
近

に
設
置
し
て
測
定
を

つ
づ
け

て
い
る
。

む

し
か
し
、
柿
崎
も
述
べ
て
い
る
ご

と
く
山
岳
気
象

は
、

e
大
気

の
じ

ょ
う
乱

が
顕
著

に
現
わ
れ
易

い
こ
と
、
口
時
間
的
変
化
が
大
き

い
、
⇔
局
地
性

が
強
い

等

の
理
由
が
あ
り
、
広
大
な
地
域
を
占
め
る
大
雪
山
で

の
気
象

観
測
を
行

な
う

に
は
多
く

の
困
難

が
あ

る
。

こ
の
よ
う
な
事
情
を
考
慮
し
て
、
著
者
が

一
九

六

一
年
、

六
二
年
に
大
雪
山

一
帯
で
行
な

っ
た
観
測
の
結
果
を
中

心
に
、
気
象

の

の
の
6)

変
化
の
概

略
を
述

べ
る
。

一
、
旭
岳
附
近
の
天
気

湧
駒
別
に
お

い
て
、

一
九
六

一
年
九
月
か
ら
六
二
年
五
月

ま
で
旭
岳
附
近

の

天
気
を
連
続
観
測

し
た
。
そ
の
記
録
は
晴
天
日
と
曇
天
日

(
雨
天
日
を
含
む
)

に
別
け

、
整

理
し
た
の
が
第

一
表
で
あ

る
。

こ
の
表
よ
り
、
冬
期
間

(
十
月
～
三
月
)

は
二
月

を
除

い
て
曇
天
日
が

二
〇

日
以
上
に
な

っ
て
お
り
、
こ
れ

は
前
線

、
低
気
圧

及
び
台
風
に
よ
る
悪
天
に
加

え

て
、

西
高
東
低
の
冬
型
気
圧
配
置

に
吹
く
北
西
季
節
風

に
よ
る
も
の
で
あ

ろ

う
。
秋
期
、
春
期

は
晴
天
日
、
曇
天
日

の
比

は

一
対

一
く
ら

い
で
あ
る
。
旭
岳

附
近

の
天
気
で
特

に
興
味
あ
る
点

は
、
低
気
圧
、
前
線
が
沿
海
州
ま
た
は
日
本

海
北
部

に
達

し
、
地

上

(
旭
川
)
で
上
層
雲
が

観
測
さ
れ
る
時

は
、
す
で
に
旭

岳

は
雲

に
お
お
わ
れ

る
こ
と
が
分

か

っ
た
。
山
岳
地
帯
の
悪

天
は
地

上
よ
り
も

一
～
二
日
早
く
は
じ
ま
り
、
回
復
も

遅
れ

る
。

二
、
気
温
と
湿
度

大
雪
山

系
の
中

で
の

気
温
の
測
定

は
、
種

々

の
調
査
に
合

せ
て
断
片

的

に
し
か
行

な
わ
れ

て

い
な

い
。
気
温

は
山
岳

地
帯

の
気
候
学
的
性
質

を
定
め
る
も
の
と
し
て

も
、
非
常

に
重
要

な
要

素

で
あ
る
。

第1表 湧駒別での晴天日数

と曇天日数

1晴天日数1曇 天日数

15日

23〃

20〃

20〃

21〃

15〃

25〃

12〃

15〃

15日

8〃

10〃

11〃

10〃

13〃

6〃

18〃

16〃

1961年9月

10月

11月

12月

1992年1月

2月

3月

4月

5月

六
二
年

七
月

三
十

一
日
か
ら
八
月
十

日
ま
で
行

な

っ
た
観
測

で
測

定
し
た
気

温
と
湿
度

の
変
化
を
第

1
図

に
示
す
。

三
地
点

(
旭
川

・
湧
駒
別

・
白
雲
岳

)
は
、

そ
れ
ぞ
れ
約

一
〇
〇
〇

m
毎

の

高
度
差
が
あ
る
。
図
か
ら
分

か
る
よ
う
に
、

こ
の
三
地
点
間

で
は
約
五
～
六
度

/

一
〇
〇
〇

m
の
気
温
減
率
が
あ
り
、
標
準
自
由
大
気

の
気
温
減
率
と
同
程
度

で
あ

る
。
最
高
気
温
は
八
月

二
日
湧
駒
別
で
二
〇

・
四
度

(摂
氏
以
下
同
じ
)
、

白
雲
岳
で
十
四

・
0
度
、
最
低
気
温
は
四
日
湧
駒
別

六

・
O
度

で
白
雲
岳

は
夜

間

の
測
定
は
な

い
が
、

日
中

の
気
温
変
化

か
ら
推
定
す
る
と

マ
イ

ナ
ス
0

・
六

度
と
な
る
。
こ
の
値

は
大
き

い
方

の
見

つ
も
り
で
あ

る
が
、

二
〇
〇
〇

m
高
度

の
山
岳
で
は
夏
で
も
氷
点
近
く

の
気
温

と
な
る
こ
と
は
注
目
さ
れ

る
。

本
道

の
自
由
大

気
中

一
八
○
O

m
～
二
〇
〇
〇

m
高
度
の
八
月
平
均
気
温

は

十

一
・
七
度
で
、
山
岳
地
域

で
は
夜
間

の
放
射

に
よ
る
冷
却
に
よ
り
平
地

よ
り

日
較
差
が
大
き

い
た
め
、
大
陸
的
気
候
を
示
す

と
柿
崎

は
述

べ
て
い
る
。
夏

に

気
温
が
氷
点
近
く

に
な
る
こ
と
は
雪
漢
が
越
年
す

る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
同

時

に
、
永

久
凍

土
層
の
存
在
を
暗
示
し
て

い
る
。

三
、
降
水
及
び
降
雪

降
水
量

の
測
定

に
つ
い
て
は
、
菅
谷
が
昭
和
二
十
三
年
七
月
～
九
月
に
忠
別
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川
流
域

で
の
観
測
を
行
な

っ
て
い
る
。
積
算
雨
量
と
海
抜
高
度

の
関
係
で
は
、

A
型

(
雨
量
が
高
度
に
比
例
し

て
増
加
す
る
)
、

B
型

(
高
度

に
比
例
ま
た
は

反
比
例
し
て
ご
く
わ
ず

か
増
減
す

る
)
、

C
型

(
高
度

に
無
関
係
)

と
三

つ
の

型

に
分
類

し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
気
象

の
変
化

に
対

応
さ
せ
て
い
る
。
著
者

は
二
で

述

べ
た
期
間

に
、
旭
岳

西
斜
面
で

の
八
点
の
観
測
を
行
な

っ
た
。

第1図1962年7月31日 か ら8月10日 までの気温、温度の変化

(白雲岳の夜間の値は 日中の 気温変化か らの推定値)
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第3図 全降水量の高度分布
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結
果
を
第

2
図

⑧
㈲
に
示
す
。
③

は
前
線
、
低
気

圧

に

よ

る
雨

で

あ

り
㈲
は
台
風
の
接

近
に
よ
る
雨
で
あ

る
。
第

3
図
に
観

測
期
間

の
全
降
水

量
の
高
度
分
布

を

示
す
。
同
図
で
の

特
長

は
、
旭
岳
中

腹

(
一
〇
〇
〇

m

～

一
七
〇
〇

m
)

で
雨
量
が
増
加

し

て
い
る
。

こ
れ

は

西
斜

面
で
の
対
流
活
動

の
活
発
化
と
関
係
が
あ
ろ
う
。
雨
量

の
水
平

分
布

に

つ
い
て
、

一
九
六

一
年
七
月
二
十

二
日
～
二
十

五
日
の
日
降

水

量
の
分
布
を
第
4
図
に
示
す
。

こ
の
図

よ
り
、
前

に
述

べ
た
大
雪

山
系

の
西
側

(
特
に
忠
別
川
上
流
域
)

で
雨
量
が
多

い
。
以
上
の
観

測
結
果

は
雨
量
観
測

の

一
例
で
あ

る
。
個

々
の
降
雨

は
対
流
活
動

の

範
囲

の
大
き
さ
、
及
び
移
動

に
よ

っ
て
左
右
さ
れ

る
た
め
局
地
性
が

強

い
。

の

冬
期
の
降
雪
に

つ
い
て
は
最
近
孫
野
ら
が
大
雪
山

の
広

い
地
域
で

観
測

し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
e
斜

面
別

に
積
雪
水
量

(
積
雪
深
と

積
雪

の
密
度
よ
り
求

め
た
水

の
量
)
と
高
度

を
比
較
し
て
み
る
と
、

旭

岳
西
斜
面
を
除
け
ば
高
度

に
比
例
し

て
増
大
す

る
。
O
旭
岳
西
斜

面

の
積
雪
水
量
は
東
部

に
く
ら
べ
て
遥

か
に
多

い
、

こ
の
こ
と
は
北

海
道
中
央
部
の
山
塊

で
も
季
節

風
に
よ
る
降

雪
が
多

い
、
と
報
告
し
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第4図 日降水量の水平分布(単 位m)て

い

る
。

四

、

風

第6図 大雪山系の風の分布

風
の
分
布

は
地
形

の
影
響
を
受
け
易
く
、
場
所
に
よ
り
い
ち
じ
る
し
く
異
な

っ
て

い
る
。

そ
の
た
め
広

い
地
域

の
空
気

の
流
れ
を
知

る
た
め

に
は
、
で
き

る

だ
け
多
く
の
資
料
が
必
要
と
な
る
。
現
段
階
で

は
そ
れ
に
代

る
も

の
と
し
て
、

冬
期
間
、
着
雪

(
登
山
家

は
そ
れ
を

エ
ビ

の
シ

ッ
ポ
と
呼
ん
で
い
る
)
の
方
向

を
観
察
し
、
そ
れ

に
よ
る

一
般

風
の
風
向
を
知
り
、

一
応

の
流
線
を
描
く
方
法

を
と

っ
た
。

第

5
図
は
、

一
九
六
二
年
十
二
月

か
ら

一
月

に
、
旭
岳

か
ら
忠
別
岳

に
か
け
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上
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着
雪
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方
向

か
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流
線

図
で
あ

る
。
冬
期

に
は
北
～
北
西
風
が

主
風
向

で
あ
り
、

そ
の
傾
向

は
よ
く
現
わ
れ
て
い
る
。

白
雲
岳

か
ら
忠
別
岳

に
か
け

て
は
忠
別
川
上
流

の
沢
か
ら
の
吹
き
上
げ
が
加
わ
り
、
稜
線

に
直

角
な
風
と
な

っ
て
い
る
。
同
図

に
は
積
雪
の
吹

き
溜
り
個
所
も

示
し
た
。

以
上
、
大
雪
山
系
内
の
気
象

に
つ
い
て
の

一

端
を
述
べ
て
き

た
が
、
前
に
も
指
摘
し
た
よ
う

に
山
岳
地
帯

の
気
象

の
変
化

は
場
所
に
よ
り
、

ま
た
時
間
的

に
も
変
動
が
大
き
く
、
短
期
間

の

観
測
で
は
そ
の
す

べ
て
を
語
る
こ
と
は
困
難

で

あ
る
。

い
ま
ま
で
の
観
測
で
概
略
的

に
い
え

る

こ
と
は
、
山
岳
地
帯
で

は
平
地

の
夏
と
冬
の
二

期

よ
り
な
く
、

そ
の
夏
も
七
月

と
八
月

の
ニ
カ

月
だ
け
で
あ
る
。
旭
岳

の
初
冠
雪

は
平
均
九
月

中
旬

で
あ
る
か
ら
、
九
月
か
ら
は
山
頂
附
近

は

冬
期

に
は
い

っ
て

い
る
と

い
え
る
。
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四
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